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益社団法人 山形青年会議所
２０１３年度 第５回役員予定者会議 議事録
◆ 日  時 ：２０１２年１２月３日（月）
１８：３０ ～ ２４：４５
◆ 場　所 ：丸勘山形青果市場
1． 開  会                                                     横山専務理事予定者
2． ＪＣＩクリード唱和                                         與田委員長予定者
3． ＪＣＩミッションならびにＪＣＩビジョン唱和                 武田委員長予定者
4． ＪＣ宣言文朗読ならびに綱領唱和                             長瀬総括幹事予定者
5． 出席者の確認（敬称略）                                     舟山事務局長予定者
理事長予定者                井　上　周　士
直前理事長予定者            野　口　雅　弘（欠席）
特別顧問予定者              荒　井　　　寛（公欠）
実行委員長予定者            齋　藤　秀　和 

副理事長予定者              伊　藤　健　二
副理事長予定者              中　村　祥　之
副理事長予定者              齊　藤　秀　昭
副理事長予定者              鈴　木　辰太郎
監事予定者                  酒　井　貞　和（遅参）
監事予定者                  中　村　正　利
監事予定者                  矢　口　政　則
専務理事予定者              横　山　隆　太

議長予定者　　　            佐　藤　貴　博
特別委員長予定者            三　沢　慶　洋（欠席）
常任理事予定者              安　藤　太一郎
常任理事予定者              鈴　木　　　力
常任理事予定者              今　野　　　修
常任理事予定者              遠　藤　智　大
本部長予定者                渡　部　明　弘
委員長予定者                佐　藤　幸　助（遅参）
委員長予定者                武　田　靖　裕
委員長予定者                長谷川　吉之介（遅参）
委員長予定者                與　田　貴　博
委員長予定者                荒　井　要　雄
総括幹事予定者              會　田　智　弘（遅参）
総括幹事予定者              長　瀬　洋　一
出向理事予定者              井　上　智　博（遅参）
事務局長予定者              舟　山　力　也
＜オブザーバー＞
会務セクレタリー予定者      秋　月　　　悠
会務セクレタリー予定者　　　千　歳　　　望
６．会議成立の確認　　　　　　　　　　　　　　　　　             舟山事務局長予定者
公益社団法人山形青年会議所定款第５項・第４５条に基づき理事会構成員の２分の１以上の出席のため、本理事会は成立
７．議事録署名人ならびに議事録作成人の指名                        井上周士理事長予定者
議事録署名人は井上周士理事長予定者・中村正利監事予定者・矢口監事予定者の３名
議事録作成人は会務セクレタリー
８．前回議事録の承認　　　　　　　　　　　　　　　             　井上周士理事長予定者
不備等が無い場合は、本会議終了を以て自動承認
９．理事長予定者挨拶　　　　　　　　　　　　　　             　　井上周士理事長予定者
皆さま改めましておばんでございます。本日も、１２月の月初のご多用な折、そして毎日毎日ＪＣ活動が行われる中で、これだけ多くの皆さまに、定刻通りお集まり頂きまして誠にありがとうございます。また、その貴重なお時間を５分ほど奪う形になりまして、事務局の不備としてお詫び申し上げます。申し訳ありませんでした。前回の役員予定者会議から本日まで本当に多くのＪＣ運動が行われたわけです。まずは世界会議に関しましてご報告させて頂きます。世界会議の方、本年度、出向者としまして、会計幹事であります安藤太一郎君、そして総括幹事として井上智博君、そして委員として齊藤副理事長を始め、多くの活躍をなされておりました。本年度の出向者が頑張る中で、また次年度の出向の話がいろいろある流れの中で、実は山形ブロック協議会の方から、出向者に関して｢各委員会に１人ずつ出してほしい｣という話がありまして、私の２００４年からの経験でもそのようなことがなかったもので、手法と経緯につきまして、野口理事長や先輩方数名にお聞きしました。キャピタルＪＣの理事長という重い自覚をさらに深めて、今回の世界会議台湾大会に参加させて頂いたんですけれども、やはり出向者の方々の頑張る後姿ですとか、野口理事長の色々な方に挨拶される姿・三浦委員長の頑張りなど、先輩方から続いているものを私たちが受け継いでいくんだなと思います。そしてまた次年度は、井上智博君がＪＣＩ関係委員会の副委員長として、そして東北地区協議会では荒井会長・伊藤運営専務、山形ブロックでは鈴木副会長というかたちで、それぞれの非常に大きな役目を担います。他のＬＯＭを見ても、これだけ多くの出向者を出しているＬＯＭはありません。ということで、私たちの今担う役割は非常に大きいのだなと自覚した次第でございます。また、野口理事長も世界会議台湾大会におきまして、ＪＣＩ会頭の特別補佐スポンサーシップ担当ということで、ＪＣＩの基金を集めるという役職を頂きました。先輩方がＪＣＩに対して基金をずっと積み立てられていたわけですけれども、その代表として野口理事長が今回大役をお引き受け頂いたというわけで、ＬＯＭとしてもなかなか大変な使命でありますけれども、ぜひ皆様方のご協力を、この場をお借りしてお願いしたいという次第でございます。もう１点は、参加された方はご存じと思いますが、今回の世界会議で非常に大事なＡＳＰＡＣへ向けての一歩を踏み出しました。松本先輩から、｢総会会場を早めに決めるのがＡＳＰＡＣを進める第一歩だよ｣ということで、桂木先輩などのお力をお借りしまして、ソニーさんの方に、ＪＣＩ本部団としてメトロポリタン・日本ＪＣの本部団としてグランドホテルということで、野口理事長・齋藤実行委員長も話をして頂いて決めることができました。その後すぐ私の方で榎森会長にご報告しまして、齋藤実行委員長も事務総長・統括からもご参加頂いて、グランドホテルとメトロの打合せを正式に｢こういった方向で進む｣と始めて頂きまして、まだまだ小さな一歩でありますけれども、しっかりとＡＳＰＡＣへ向けて進めたという次第でございます。ここでやはり、改めて世界会議の懇親会の際に、松本先輩の隣に座らせて頂いたんですけれども、かなりＡＳＰＡＣに対しての進捗状況が遅いという言葉を頂きました。当然これからＬＯＭとして進める中で、もっともっと｢ＡＳＰＡＣ頑張ろう｣ということを言っていかなければならないということを強く認識した次第でありました。いろいろな組織が決まってからの一歩一歩進める段階で非常に遅れている感じではありますけれども、やはりＡＳＰＡＣ、頑張っていきましょう。皆さんでもっともっと気運を高めて。この場で皆さんの前で言いますが、ＪＣレポートにも載せたい・載せなくてはならないと思っています。２０１３年度にそれが載らないと、対外的に発信するものが何もないんです。２０１４年だけ｢これでいきますよ｣というのでは、対外的に発信するという意味では遅いですし、もっともっと自分も声を大にして言っていかなければならないなと強く認識した次第でありました。後に開催された山形ブロックの卒業式、今年度の中村ブロック会長、大変お疲れ様でございました。そして先般秋田で行われました事業説明会、荒井会長・伊藤運営専務・今野事務局長、大変お疲れ様でございました。そこでもＰＲの場を突然頂いたり、東北地区協議会役員会員会議所会議でも、７７ＬＯＭの前で挨拶の機会を頂戴したり、非常に注目されているＬＯＭでございます。次年度の部分はしっかりと進めながらも、やはりＡＳＰＡＣも急ぎ足で一歩一歩ホテルの打合せ等々進めていけば、仕事と一緒で同じであると思います。こういったものを皆で情報を共有し合って、皆さまからＬＯＭメンバーの方に落として頂きたいと、強く思います。ぜひ本当に、口ばかりではなくて、ＡＳＰＡＣ山形大会に向かって頑張っていきましょう。よろしくお願い致します。以上です。
１０．直前理事長予定者挨拶 　　　　　　　　　　　　　            野口直前理事長予定者
欠席のため割愛

(以下、『予定者』表記を割愛)

１１．議題並びに資料の確認　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 荒井要雄委員長
配布資料　第５回役員予定者会議アジェンダ　１３役員ｐｒｅ０５ｔｈ
議題２０件、確認事項その他を含め２件、討議事項その他を含めて４件、審議事項その他を含めて８件、協議事項その他を含めて１７件、報告事項その他を含めて２件
１２．議事の採択　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　  井上周士理事長
全員賛成
１３．確認事項
確－０２　その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　横山専務理事
削除

確－０１　理事長所信（案）Ｖｅｒ．２０に関する件　　　　　　　　　　 　横山専務理事

前回のＶｅｒ．１９より変更なし。

１４．討議事項　

討－０４　　　その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　横山専務理事

削除

討－０１　　京都会議の参加促進（案）に関する件　　　　　　　　　　　 　渉外支援委員会

鈴木力常任理事【上程】

今回役員予定者会議では１回目の上程となる。スケジュール等は同報メールにて流させて頂いた。取り纏めの上、各委員会一人ひとりに参加促進をはかりながら、できるだけ多くの参加者を募りたい。ＬＯＭナイトの場所等を前回の内容から追加している。声掛けや周知など、皆さまのご協力をお願いしたい。
中村祥之副理事長【補足】

京都会議では、ＬＯＭ以外での動きも多々出てくる。渉外委員会としてはＬＯＭとしての行動を前提として内容を作成しているが、皆さまにはＣＯＣとして動いて頂きたい事項も出てくると思われる。今回の上程はＬＯＭとしての動きとなっているのでよろしくお願いしたい。
鈴木辰太郎副理事長【意見】

こちらの案内を同報メールにて流すとのことであるが、１３年度の同報メールがまだ立ち上がっていないこともあり、メンバー全員に行き渡るか不安が残る。今回の中身は｢会社の稟議が通りやすい内容｣にすると聞いているので、必要なメンバーの話をよく聞いて内容を精査して頂きたい。

横山専務理事【説明】

参加促進ということであるので、質問・意見というよりも、各委員会の中で参加者を増やすということになると思う。各種大会の参加取り纏めも含め、渉外支援委員会からの同報メールは、締切を考慮した各委員長の管理をよろしくお願いしたい。
討－０２　四維JCとの姉妹協定延長（案）に関する件　　　　　　　　   会員交流委員会
與田委員長【上程】
協定書の更新を２月に四維にて行うという点や副主幹締結書の内容に関し、ＡＳＰＡＣ絡みでアドバイス等あればご意見を頂きたい。

鈴木辰太郎副理事長【補足】
多くの方からご参加頂きたいと考えているのでよろしくお願いしたい。
横山専務理事【説明】

世界会議での会食で直接やり取りをした経緯があり、E-mail等で内容を詰めていくことになる。最終的なところで皆さまに確認頂くことになる。
討－０３　　　２０１３年度名刺（案）に関する件　　　　　　　　 　　　事務局

横山専務理事【上程】

デザイン案を載せてあるのでご確認頂きたい。今回は２０１４年のＡＳＰＡＣまで同じデザインを引き継いで行きたいと事務局では考えている。シニアの名刺に関しても、現役メンバーとデザインを合わせる方向で話を進めている。再生紙を使用するなど、日本ＪＣに合わせて原案を作った面もあるので、皆さまにご確認頂き、指摘事項等あれば頂戴したい。裏面も、日本の中での山形の位置など、細かい部分での確認事項が多くあるのでしっかり確認をお願いしたい。
鈴木辰太郎副理事長【意見】

英語表記に関して、｢スペシャル｣という単語は海外では特に意味を成さない。また、専務・事務局長などの単語に関しても更なる精査が必要であると思う。Ｆａｃｅｂｏｏｋの表記に関して、｢個人がアカウントを持っている｣と分かりやすいような表記に変える必要があるのではないか。
中村祥之副理事長【質問】

ＬＯＭ内の役職に加えＣＯＣでの役割も記載されていると使いやすいと思われるが、どういった方針でいくつもりなのか。

横山専務理事【回答】

名前の下段にＣＯＣの役職を記載する予定である。

中村祥之副理事長【意見】
裏の方にも英語表記で記載されるのか。来年は裏面を使用することも増えると思われるが、２種類持つのは大変であるので、１枚で対応できるよう検討して頂きたい。

横山専務理事【回答】

並列に近い形でＬＯＭ内・ＣＯＣでの役職を記載する予定である。英語表記に関しては、単語の精査を行い、不自然にならないよう注意して作成する。

遠藤常任理事【意見】

デザインが素晴らしいと思う。裏面の英語表記に関して、ミドルネームがあると親しみが深くなるので皆さんで設定してはどうか。

横山専務理事【回答】

日本ＪＣにて、ここ２年ほどはミドルネームを使わない流れになっているようである。それに合わせる方針で進めようと考えている。
井上周士理事長【回答】

個々に設定しても問題ないと思われるが、正副にて協議する機会もあるため、検討して早めに結論をだしていく。

渡部本部長【意見】

裏面のデザイン内、ＪＣＩのロゴに関して、周囲の空白がコンプライアンスに反する可能性があるので確認をお願いしたい。
齊藤秀昭副理事長【意見】

セネター番号を持つ現役・シニアメンバーがいるはずであるが、どの部分に記載されるのかを確認して頂きたい。

横山専務理事【回答】

セネター番号を含み、いろいろ記載すべき事項がある。今回は理事長の名刺案を掲載しているが、次回以降に全て網羅したデザイン案を提出するのでよろしくお願いしたい。メールにて流させて頂く。

井上智博出向理事【意見】

ＪＣＩＡＳＰＡＣの横に開催年度を記載して頂きたい。海外では未だ何年に開催なのか浸透していない部分もあるので、分かりやすい表記が必要となる。
横山専務理事【回答】

今後追加で記載していく。
齊藤秀昭副理事長【意見】
２０１３年度は非常に多くの出向者を輩出する。ＬＯＭの名刺に出向先の役職が記載されているとＰＲにも繋がるので検討して頂きたい。

横山専務理事【回答】

前向きに検討していく。

長瀬総括幹事【意見】

バッジと名刺のデザインデータが異なっているので修正をお願いしたい。

横山専務理事【回答】

修正をしていく。

井上周士理事長【説明】

先ほど井上智博出向理事からあったように、認識のしやすさが一番重要になってくる。バッジと名刺のデザインが異なる可能性もあるので留意して頂きたい。

横山専務理事【総括】

ＬＯＭ内・ＣＯＣ・出向先の役職、セネター番号、グローバルネットワーク等、出来る限りを網羅したものを原案とし、メールにて流させて頂くのでご確認頂きたい。
15． 審議事項　　　　　　　　　　　井上周士理事長
審－０８　その他

削除

審－０１    グループ基本方針（案）承認に関する件     　


　　　　 各グループ

・会員パワーアップグループ

佐藤貴博議長【上程】

再度３段目の部分を修正。

井上周士理事長【採択】

全会一致で可決。

・アクティブシティー創造グループ

今野常任理事【上程】

前回からの修正点としては青字にて修正している。

井上周士理事長【採択】

全会一致で可決。

審－０２　　委員会事業計画（案）承認に関する件　　　



　　各委員会

花火大会特別委員会

横山専務理事【説明】

順番の変更理由を説明。花火大会特別委員会の事業計画の中の年間事業フレームの下部、ＣＯＣ任務案でいい記載案だと思い採用する。各委員会も次回の第６回役員予定者会議までに作成し事務局まで提出でお願いする。

渡部本部長【上程】

57行目からスッキリとさせていただきました。慎重審議をお願いしたい。

井上周士理事長【採択】

全会一致で可決。

会員パワーアップ特別会議

會田総括幹事【上程】

前回からの指摘事項を加味した上での修正をしている。慎重審議をお願いしたい。

鈴木辰太郎副理事長【質問】

４１行目のフリガナ的な表現の理由を教えていただきたい。

會田総括幹事【回答】

ルビに訂正したほうが良ければ訂正する。

鈴木辰太郎副理事長【意見】

ルビは必要ないと思う。翻訳でも良いと思う。

會田総括幹事【回答】

意味合いが伝わるのであれば割愛する。

伊藤副理事長【補足】

フリガナの部分を削除で審議をお願いしたい。

會田総括幹事【上程】

パワーオブシャイニングのカタカナ表記を削除で再度上程をお願いしたい。

斉藤秀昭副理事長【補足・意見】

事務局への意見として、年間フレームの事業計画の部分で例年いろんな書き方があるようなので、報告なのか決算なのか明確にしていただきたい。

横山専務理事【回答】

予算が付いていないものを事業報告。予算が付いているものを決算報告とする。

記載いただいたものを後日事務局まで提出。

中村祥之副理事長【質問】

別紙エクセル表の４ＬＯＭ合同例会の企画・実施の部分で担当ＬＯＭでなければ、通常予算がなかったと記憶している。どのような予算ヒアリングを経てこのようになったのか。

佐藤貴博議長【回答】

この部分の予算はなしにして、再度上程させていただきたい。上程時期に関しても報告とする。

横山専務理事【補足説明】

只今、差し替え等でお時間をいただいた経緯を説明。理事会でこのような時間は通常ないが、皆様揃っているこの機会に、しっかりと話していただきたいという考えで時間を設けた。

また、エクセル表に関して、きちんとした指針を出していなかった事務局のミスになる。

エクセル表をご覧いただきシートが３つに分かれていて、事業計画のシートの上程時期以外を審議対象として確認いただきたい。上程議案一覧と年間事業フレームはそれぞれのラインで確認いただきたい。

井上周士理事長【採択】

全会一致で可決。

會田総括幹事【コメント】

大きな目標を掲げているが、達成すべく全体を巻き込みながら進めていきたいと思う。

ＡＳＰＡＣ準備事務局

長瀬総括幹事【上程】

前回の予定者会議並びに常任理事でのご意見を反映させている。エクセル表に関しても基金の予算を記載している。

横山専務理事【修正】

予算に関して全体で８，６８３，０００円の１１年度の余剰金がないため特定資産からの運用になる。

その為、記載の８，１８０，０００円ではなく７，６８３，０００円に修正し条件付き審議でお願いしたい。

井上周士理事長【採択】

全会一致で可決。

長瀬総括幹事【コメント】

ＬＯＭの立場、ＣＯＣの立場と両方を通じて協力して進めていきたい。山形ＪＣ本体の事業がある中でお手伝いをいただくのでご迷惑を掛けるが、リードしていきやり易い環境を作っていきたいと思う。

渉外支援委員会

佐藤幸助委員長【上程】

前回の常任予定者会議にてご指摘いただいた内容を反映している。

中村祥之副理事長【補足】

青字の部分が今回の修正箇所になる。エクセル表も修正させていただいた。

出展が出店になっているので修正。青年フォーラムのブロック大会の出展もあるので追記になる。また、予算がある内容なので報告ではなく決算報告となる。以上３点を修正の上、上程する。

鈴木辰太郎副理事長【質問】

副理事長から上がった修正点、佐藤幸助委員長は言えますか。

佐藤幸助委員長【回答】

出展の文字の間違いと、青年フォーラムでの出展の追記など。

鈴木辰太郎副理事長【意見】

言えるかと聞いただけで１つ１つ確認したかった訳ではない。今の回答として「後から中村祥之副理事長に確認します」でいいと思う。今の段階で非常に不安で仕方がない。修正しなければいけない箇所も修正されていないなどの多くの点で委員長として自覚が足りないと思う。しっかりと向き合っていただきたいと強く思う。

齊藤秀昭副理事長【意見】

各種大会でＬＯＭブースを出展するにあたってメンバーだけの内部メンバーだけなのか外部の住民を巻き込んで公益性を出すブース出展にするのかを考えていただき、公益性を高めていただくために確認いただきたい。

伊藤副理事長【意見】

青年フォーラムは昨年と同様に住民の皆様を巻き込んでの大会を目指している。

井上周士理事長【意見】

公益性を高めていくために対象者を変更する内容での上程でどうか。

中村祥之副理事長【質問】

地区・ブロックの主催者側がはっきり内容を決めていない段階でこちら側が記載していいのか。

横山専務理事【回答】

計画の時点では流れを見て進めていくので例年通りの議案の内容にする。

斉藤秀昭副理事長【意見】

進め方は事務局にお任せするが、公益性のある協議会だと思うので確認の上進めていただきたい。

中村正利監事【説明】

海外の出展に関しては「公４」で取っている。その為、対象者は「市民・海外の方々」が正式な記載内容になる。

井上周士理事長【意見】

事業計画は今回審議で、エクセルを次回審議でどうか。

井上周士理事長【採択】

事業計画の部分のみ、全会一致で可決。

佐藤幸助委員長【コメント】

足りない部分が多くご迷惑をお掛け致しましたが、頑張っていくので宜しくお願いしたい。

花火大会特別委員会

渡部本部長【上程・質問】

エクセル表の部分で予算があるものを決算報告、ない部分を報告に修正。

事務局に確認したいのだが、会員パワーアップはエクセル表の事業計画の上程時期が「２月報告」となっていたが、花火大会特別委員会は前年に合わせて「報告２月」と記載したがどちらがいいか教えていただきたい。

横山専務理事【回答】

「○月協議」「○月審議」と統一する。

井上周士理事長【採択】

全会一致で可決。

渡部本部長【コメント】

公益法人格を取得して２回目の花火大会になるのでこれまで以上に議案の精査をして作りこんでいきたい。花火の内容は「楽しかった」と言われる花火大会にしていきたいと思う。ご協力をお願いしたい。

グローバルシティー創造委員会

武田委員長【上程】

前回の常任理事会を経て文章を若干修正した。エクセル表に関しては国際ドキュメンタリー映画祭に予算を加えさせていただいた。

先程、花火大会特別委員会で話のあったエクセル表Ｈの欄「協議３月」を「３月協議」と修正して条件付きの審議をお願いしたい。

井上周士理事長【採択】

全会一致で可決。

武田委員長【コメント】

事業計画に沿って１年間山形のまちの魅力を存分に発揮していきたいと思う。

ヒューマンネットワーク創造委員会

長谷川委員長【上程】

前回の内容から背景の部分、取り組み、成果の部分を修正している。また、ＭＤＧｓの部分で予算３０万円を付け加えている。

遠藤常任理事【補足】

常任理事意見が消えてしまっているので口頭で付け加えさせていただく。

「２０１４年にＡＳＰＡＣ開催を控えグローバルな視点を持ったひとづくりがテーマになります。国連が掲げるＵＮ　ＭＤＧｓの認知向上をより多くの方に推進し、市民の皆様や自分自身が新たな気づきを得て、今より更に成長できるセミナーの開催に繋げていきます。」
井上周士理事長【採択】

全会一致で可決。

長谷川委員長【コメント】

メインのＵＮ　ＭＤＧｓの取り組みに関して２０１２年度は小学校４校に対して授業を行ったが、２０１３年度はより多くの周知活動を行っていきたい。子どもたちの心を動かし震わせる事ができるためには、私自身が真摯に向き合って、私の心が動いたものを子どもたちにそのままぶつければ子どもたちの心も動いてくれるのではないかと思う。その他ＣＯＣ会議等たくさん事業があるが１つ１つ真摯に取り組んでいきたい。
会員交流委員会

與田委員長【上程】

前回いただいた意見を精査して、反映させている。

井上周士理事長【採択】

全会一致で可決。

與田委員長【コメント】

メンバーは勿論、シニアの方も巻き込んだ明るく目標に向かっていけるムード作りをしていきたいと思う。

総務情報委員会

荒井要雄委員長【上程】

前回までいただいている意見を反映して訂正している。エクセル表で２月例会の予算が９万円と訂正している。

井上周士理事長【採択】

全会一致で可決。

荒井要雄委員長【コメント】

２０１３年度、山形ＪＣが円滑な運営を行えるよう下支えをさせていただくとともに、中の方からメンバーへ情報発信を行ってＬＯＭ全体が元気の出るような活動を行いたい。

法人格維持継続プロジェクトチーム

鈴木力常任理事【上程】

前回上程させていただいた内容を修正した。

井上周士理事長【採択】

全会一致で可決。

齊藤秀昭副理事長【コメント】

２０１３年度として２０１４年度以降もより良い公益社団法人の維持に勤めていけるようプロジェクトチームのメンバーと共により良い運営を目指す。

井上周士理事長【コメント】

公益に関して変更点も多く、ＬＯＭとしても定款など足りない部分がある。宜しくお願いしたい。

審－０４　　２０１３年度山形ＪＣスローガン募集（案）承認に関する件　　　　　　総務情報委員会

横山専務理事【上程】

２０１３年度のスローガン募集・選定し、メンバーの意思疎通を行っていきたい。

荒井要雄委員長【説明】

参考資料の中に「最終スローガン応募作品」とエクセル一覧で載せている。その中から理事長、事務局で話し合いをして審議対象資料内の「Ｌｅｔ　Ｙｏｕｒ　Ｐｏｗｅｒ　Ｓｈｉｎｅ～多くの機会と真摯に向き合い 輝かせよう自分の力～」が最終候補となっている。

井上周士理事長【コメント】

これまで積み重ねてきた山形ＪＣの力を多くの皆様に発揮していただき多くの機会に携わっていただきたいという、願いを込めている。

井上周士理事長【採択】

全会一致で可決。

審－０５　　LOM内褒賞審議委員会の設立（案）承認に関する件　　　　　　　　　　総務情報委員会

横山専務理事【上程】

内容の説明は荒井要雄委員長から上程させていただく。

荒井要雄委員長【説明】

前回からの変更点はＬＯＭ内報奨申請書の文字数の制限をある程度、幅を持たせた形にしている。併せて２０１３年度の役職に訂正。

鈴木辰太郎副理事長【意見】

審議対象資料の中のＬＯＭ内報奨申請書の部分で前回意見させていただいたが、総務情報委員会で記載する部分を教えていただきたい。

審議対象資料一覧の３番に「嵯峨」と記載されている。修正をお願いしたい。

荒井要雄委員長【回答】

例会出席率、総会出席率は総務情報委員会で問題ない。修正点として「例会出席率」「総会出席率」の欄の右に注意書きとして「総務情報委員会記載」と追記させていただく。

再度、この修正した内容で審議をお願いしたい。

井上周士理事長【採択】

全会一致で可決。

審－０６　　２０１３年度理事会日程（案）承認に関する件　　　　　　　　　　　 事務局

舟山事務局長【上程】

前回ご指摘をいただいた１４番「依頼事項」を修正。

井上周士理事長【採択】

全会一致で可決。

審－０７　　２０１３年度例会日程（案）承認に関する件　　　　　　　　　　　　 事務局 

舟山事務局長【上程】

グローバルシティー創造委員会と協議の上、４月例会を２０日（土）に決定している。

横山専務理事【修正】

６月例会は２日（日）に開催する。理由としてはＡＳＰＡＣの日時が変更になった為である。

井上周士理事長【採択】

全会一致で可決承認とする。
１６．協議事項　　　　　　　　　　　　　　　　　                      横山専務理事

協－１７　　　その他

削除

協－０１　新入会員の募集（案）に関する件

　　　　　会員パワーアップ特別会議

會田総括幹事【上程】

実施スケジュール赤字の訂正表記を「キャラバン」→「会議」に修正をお願いしたい。

佐藤貴博議長【補足】

事業説明会にて拡大セミナーを受講して得たものを次回まで盛り込みバージョンアップを図りたい。見積書の数字がずれているので、次回まで精査する。ご意見を頂戴したい。

渡部本部長【意見】

かなり作り込まれている印象を受けた。拡大に向け協力をしていきたい。

鈴木力常任理事【意見】

１月から非常に大事なスタートダッシュが始まる。新入会員の配属については時期を見て検討し計らいをいただきたい。

會田総括幹事【回答】

その旨しっかりと組んで考えていきたい。

長瀬総括幹事【意見】

パンフレットの市長コメント欄の対応については早めに依頼いただきたい。特に記載したい内容があれば修正するので、事前にお知らせいただきたい。目的達成の為の手法説明について②の候補者リストの精度向上は非常に難しいがどのように修正していくのかお教えいただきたい。

會田総括幹事【回答】

まずはメンバーが情報整理後開示し、皆様から情報提供頂く様な流れをつくり、情報を精査していく。選任者が２名は必要になる為、２部会制を採用させていただいた。

長瀬総括幹事【意見】

出来る限り協力させていただく。

鈴木辰太郎副理事長【意見】

第１回拡大会議の講師の選定理由をお尋ねしたい。

會田総括幹事【回答】

先日の拡大セミナーにおいて、ご教授頂き感じるものがあり、ＬＯＭ全体に拡大に対する熱い気持ちを感じていただきたかった為である。

鈴木辰太郎副理事長【意見】

日本ＪＣの委員長というだけでは選定理由として弱いのではないか。講師の予算についても精査していただきたい。
中村祥之副理事長【意見】

パンフレットにＡＳＰＡＣの記述が見受けられないが次年度の取り組みとして載せてはどうか。

會田総括幹事【回答】

当初見込んであったが、ＣＯＣにてＡＳＰＡＣのチラシを作るので、それを差し込む形で考えている。

井上周士理事長【コメント】

１２月からの早めの展開を考えているので、皆様頑張って行きましょう。

協－０２　仮会員セミナーの実施（案）に関する件　
　　　　　　会員パワーアップ特別会議

會田総括幹事【上程】

前回アドバイス頂き修正したものである。講師の選定について皆様からご意見いただきたい。
横山専務理事【コメント】

リンクが飛ばない様なので修正願いたい。

伊藤副理事長【コメント】
資料不備の為、後ほど再審議をお願いしたい。

協－０３　会員拡大キャラバンの実施（案）に関する件
　　　　　会員パワーアップ特別会議

會田総括幹事【上程】

「キャラバン」という表記を「会議」に訂正いただきたい。慎重審議の程お願いしたい。

佐藤貴博議長【補足】

拡大セミナーで使用したパワーポイントを次回添付し、説明させて頂く。

渡部本部長【質問】

花火大会特別委員会副委員長が担当になっているが正確には誰がするのか教えていただきたい。
會田総括幹事【回答】

各部会長にお願いしたい。

中村祥之副理事長【意見】

拡大マニュアル２０１３のＱ＆Ａの情報が古いものもあるのではないか。２０１３を銘打つのであれば最新の情報を精査いただきたい。
佐藤貴博議長【回答】

先程のパワーポイントと共に新しいものを準備したい。

鈴木辰太郎副理事長【意見】

内容について様々な所からのコピー、ペーストだと意見をもらうのが辛いのではないか。内容について整理いただきたい。講師の件についても先程述べた様にしていただきたい。
動議　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　荒井委員長

荒井要雄委員長【動議】
終了時間延長の動議　２２：３０～２４：００

動議の採択　　　　　　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　井上理事長

全員賛成

協－０４　ＬＯＭ外広報誌の発行（案）に関する件
　　　　　　　　　　会員パワーアップ特別会議

會田総括幹事【上程】

発行月のタイミングを精査している。この度レイアウト案を付け加えているので、慎重審議をお願いしたい。

佐藤貴博議長【補足】

候補者と面談する際に「蔵王」を持参することで活動を明確に知っていただく事に使用していきたい。レイアウトについてもいただいた意見を反映しているので、更なるご意見を頂戴したい。

鈴木辰太郎副理事長【意見】

１１月発行の有効性に疑問を感じている。１１月に発行する意義はあるのか。

横山専務理事【回答】

発行のタイミングとしては適切と考えている。

安藤常任理事【意見】

発送先リストで前回指摘受けていた法人格について再度確認をお願いしたい。

協－０５　各種大会・対外事業の渉外活動（案）に関する件


　　　　　　　渉外支援委員会

佐藤幸助委員長【上程】

前回ご意見いただいたものを反映している。各種大会の動員人数を上げていきたいので、参加促進についてのご意見を頂戴したい。

鈴木力常任理事【補足】

ＡＳＰＡＣまで８回という限られた大会でのＰＲ活動である為、皆様から委員会メンバーへの発信をお願いしたい。
中村祥之副理事長【補足】

各種大会において全体の約６～７割のメンバーの参加計画を立てている。皆様からメンバーへの参加を呼び掛けてもらいたい。年始に京都会議があるのでよろしくお願いしたい。

會田総括幹事【意見】

新入会員を拡大させ目標の動員を上回らせたい。

遠藤常任理事【意見】

各委員会がまとまって各種大会に行く雰囲気を作って頂きたい。トレーナーなどのセミナーが日本ＪＣである様なので、情報の記載をお願いしたい。

鈴木辰太郎副理事長【意見】

京都会議において２か月前からの様々な取り組みは大変すばらしいと思う。他の大会でも早期に取り組み頂ければありがたい。参加動員計画の理由についてはまだ弱いので精査いただきたい。

井上周士理事長【コメント】

グループ内でのしっかりした方向性はありがたい。特に京都会議・ＡＳＰＡＣには多くのメンバーに参加頂きたい。また青年フォーラムに関しては東北地区会長輩出ＬＯＭであるので目的達成に向けてしっかりと実践していただきたい。

協－０６　４月公開例会の企画・実施（案）に関する件　　　　　　　グローバルシティー創造委員会

武田委員長【上程】

山形市の中心街である七日町一帯を使い、紙媒体・ラジオ・インターネット等様々なメディアをミックスさせ、楽しみながら魅力を発見していただく企画を実施したい。二段構えとして、公開ラジオ番組の作成・七日町ウォークラリーの開催を予定。手法を記載しているので、確認いただきたい。この公開例会について広くご協議いただきたい。

今野常任理事【補足】

山形中心市街地の空洞化の現状を賑やかに元気にしたいという想いがあるので、皆様の慎重なるご審議を頂戴したい。

齊藤秀昭副理事長【補足】

今までに無い取り組みになる議案であると思うので、忌憚のない意見を頂戴したい。

伊藤副理事長【質問】

名称の理由をお聞かせいただきたい。

武田委員長【回答】

山形市の中心街である七日町の７と山形の独特の呼び名としてマルナナではなく、ナナマルということを用い名称を決定した。

伊藤副理事長【意見】

七日町の７にちなんで７つのイベントを行えば名称の意味に広がりが出てくると思う。１００万円の予算に見合った中身を次回まで精査いただきたい。

中村祥之副理事長【意見】

大きいイベントだが、まだまだ中身がわからない部分が多いので、精査し次回上程いただきたい。
武田委員長【回答】

予算に関してはこれから精査していきたい。ラジオに関しては七日町で流れている「ラジオモンスター」を使い市民に対する番組を制作していきたい。

鈴木力常任理事【意見】

ポスターの時間帯を修正頂きたい。

伊藤副理事長【意見】

七日町商店まちの方々とのスケジュール調整を早急に行っていただきたい。
長瀬総括幹事【意見】

各商店街組合に声掛けし出来るだけ多くの方々を巻き込んでもらいたい。協賛も増えればスタンプラリーの参加者も楽しくなると思う。

武田委員長【回答】
協賛・後援についてはどんどん増やして巻き込んでいきたい。理事会において方向性をご理解いただければ次回前進・精査したものを上程させていただく。
安藤常任理事【意見】

スタンプラリーについて楽しみにしている。

荒井要雄委員長【意見】

公益性についての記載をもう少しわかりやすくしてはどうか。

井上周士理事長【コメント】

まだ柱が見えてこないと感じている。この事業を通して目的である「また来たくなる活気あるまち」を目指す部分にどうリンクするのか、ＪＣの本当の目的である部分をどうやってこの事業に活かせるのかを内容を固めて次回審議をとる様に委員会内で協議いただきたい。

協－０７　山形JC活動の取材・記録管理・成（案）に関する件　

　　　総務情報委員会

荒井要雄委員長【上程】

Ｆａｃｅｂｏｏｋからの写真の提供では画素数に問題がある為、ホームページ上に直接アップロードする事を可能にしている。事業毎に記録アルバムを作るので、写真素材収集については各委員会の会計・幹事にお願いする事を考えている。事業毎に総務委員会より連絡させていただくのでご協力をお願いしたい。

横山専務理事【補足】

アルバム作成という部分を削除、２０１２年度に予算計上していたものを管理費内でまかなうという内容になっている。

今野常任理事【質問】

Ｆａｃｅｂｏｏｋの積極的活用についての指針等あれば教えていただきたい。
荒井要雄委員長【回答】

委員会毎の動きをＦａｃｅｂｏｏｋを使ってよりリアルタイムに、より手軽に、より多く収集していきたい。

佐藤幸助委員長【意見】

山形ＪＣのホームページにおいて今後の活動内容がわかるページを作っていただきたい。
長瀬総括幹事【質問】

アップロードされた写真について直接掲載されるのか、総務委員会で精査するかのマニュアルはあるのか。

荒井要雄委員長【回答】

アップロードされた画像は専用フォルダに入りメンバーのみが閲覧できるという事を共通認識として持っていただきたい。マニュアルを作るつもりはないがＪＣ活動と無関係のものを掲載しない様な認識を持っていただきたい。
協－０８　山形JCホームページの運用（案）に関する件　

　　　　　　　総務情報委員会

荒井要雄委員長【上程】

前回意見頂いた点を修正している。公開例会はメインページに大きく記載し、対外的なリンクについては場所を精査している。ページ右側のリンクはＡＳＰＡＣや花火大会等のＪＣのイベントのもの、ページ下は外部団体へのリンクになっている。外部リンクについても今回精査をし、残すものの選定をしている。メンバーページについては使い勝手を重視し、クリックしやすい位置に配置をしている。「活動報告」、「活動アルバム」アイコンを新設、総務情報委員会で各フォルダを作成し写真をアップロードして頂く。トピックスについてはメンバー限定の資料をリンクさせる。皆様からご意見頂戴したい。

横山専務理事【補足】

メンバー向けの画面に関しては使い勝手の良さ、リンク先一覧について削除案をご意見いただきたい。

井上智博出向理事【意見】

日本ＪＣのホームページにおいて、各委員会毎にＦａｃｅｂｏｏｋが出来ており「いいね！」数に対して理事会が集計しているので、是非ＬＯＭ内でリンクを張ってもらい協力いただきたい。

鈴木辰太郎副理事長【質問】

カレンダーについては何のソフトウェア・アプリを使うのか。

荒井要雄委員長【回答】

ソフトウェアの管理は業者のマックベースに依頼しているので、把握していない。

鈴木辰太郎副理事長【意見】

カレンダーを使うのであればｇｏｏｇｌｅのものを使えば共有でき便利なので、業者に相談いただきたい。メンバーログインについてはどう考えているのか。

荒井要雄委員長【回答】

ＩＤ、パスワードは現行のものを引き継ぐつもりである。

鈴木辰太郎副理事長【意見】

セキュリティー、認証の観点から委員会毎にＩＤ、ユーザー名を委員会名で作り、毎年発行すればよいのではないか。

武田委員長【意見】

各種大会のバナーについて、サイズをこちら側で企画するのはどうか。

佐藤貴博議長【意見】

理事長の動きを把握できる様専用ページを作っていただきたい。
齊藤秀昭副理事長【意見】

見積り企業について社判の押印を次回審議までに取り付けていただきたい。
協－０９　1月定時総会の開催（案）に関する件


　　　　　　　総務情報委員会

荒井要雄委員長【上程】

前回指摘頂いた文言の修正を行っている。総会の次第については事務局で確認中である。場所は大きめの駐車場のある公民館で開催する予定である。

横山専務理事【補足】

内容に関しては確認中の為お時間をいただいており、次回提出予定である。

中村祥之副理事長【意見】

公益法人になって初めての経験なので、総会後に臨時理事会が開催される旨を記載いただければよいのではないか。

鈴木辰太郎副理事長【意見】

最新の情報、文言の統一表記を徹底すべきである。

協－１０　２月公開例会の企画、実施（案）に関する件

　　　　　　　総務情報委員会

荒井要雄委員長【上程】

公開例会の是非について、仮会員セミナーであり外部の方を呼ぶので公開例会となる。耳の会において拡大をすすめる為に中心メンバーを重点に挨拶回りを行って交流を図る。予算についてはＬＯＭにて支払うため予算が高くなっている。

安藤常任理事【意見】

予算について問題無い様にしていただきたい。
三沢特別委員長【意見】

講演会と耳の会の会場は同じなのか。同じ会場であれば耳の会に参加しないメンバーの対応をどうするのか。講師に失礼にならないのか。

荒井要雄委員長【回答】

講師には事前に説明している。会場は同じだが、講演会終了後一度会場を出て、再入場する形をとっている。

中村正利監事【意見】

講師依頼承諾書の準備をお願いしたい。対外対象者がいるので対外の目的・人数を統一頂きたい。実施組織に関して司会のみ決定しているので、詰めていただきたい。

井上周士理事長【コメント】

１２月２０日に講師が寒河江に来られるので、しっかりと打ち合わせをするつもりである。
協－１１　２０１３年度理事会費（案）に関する件　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局

舟山事務局長【上程】

前回との変更点は特にない。会場費ならびにブロック協議会の新年会会費ということを理事会費として徴収させていただきたい。費用は今年度と同様になる。

協－１２　２０１３年度出向者（案）に関する件　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局

舟山事務局長【上程】

審議対象資料をご覧ください。赤字で記載した方々が新たに出向を承諾していただいた方々である。

安藤常任理事【意見】

７０１ＬＯＭ全国にあるという表記があるが、今年の１２月末で２つのＬＯＭが日本ＪＣから退会ということになる。来年のスタート時点だと６９９のＬＯＭとなる。

協－１３　２０１３年度外部団体出向（案）に関する件　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局

舟山事務局長【上程】

審議対象資料を開きください。任期のついている出向先については、確認させていただき記載した。その中で、出向者選定の理由を付け加えた。黄色の記載の方は、過去出向させていた役職や全体のバランスをみて選定させていただいた。

中村祥之副理事長【質問】

山形市の個人情報保護制度運営審議会は１２月４日なので、まだ間に合うということで。

横山専務理事【回答】

ご意見いただき、問い合わせた結果、そちらの委任で動いているということで変更できなかった。連絡が遅くなり申し訳ない。

協－１４　２０１３年度予算（案）に関する件　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局

横山専務理事【上程】

予定者の会議になるので、こちらで審議をいただくのが例年の流れだが、あくまで２０１２年度の理事会において審議をいただく。２０１３年度の事業計画とする。今回２０１２年度のほうで前回理事会にて、協議で上程させていただいた。次回１３回理事会で審議をいただく形をとらせていただく。そして、２０１３年度の予定者の方で審議をとるかというところを本年の鈴木専務とも相談して、もし２０１２年度の審議で不備等々があったときに、差し戻しがあったときに２０１３年度の予定者会議を再度開いて、そこで審議を取り直して、再度２０１２年度のほうで審議をとるというところも今回ブロックのなかでも見受けられるところである。みなさまにはこれで審議のつもりで見ていただきながら、あくまでも協議で、２０１２年度の理事会で審議をいただくというような流れをとりたいと考えている。まずは、審議のつもりで、予算だけではなく、特別年会費その後の特定資産の運用に関しても、見ていただくと思う。まずは、添付している予算書を開いて頂きたい。時期的にまだ前年度の繰越金の確定がないなかではあるので、ある程度確定した金額で次回の理事会では上程しようと考えている。現状管理費等々、２０１２年度の状況を鈴木専務のほうから頂戴するという形になっている。そういった形での予算書になっている。あとは、２０１２年度の理事会のなかで齊藤監事のほうから、質問のあった公益目的事業比率シュミレーションのほうのシートを開いていただき、みなさまの参考になるかと思い添付させていただいた。公益目的事業費が上、下に協益事業の事業費でその後、管理費等々というかたちで記載して、現状比率がどのようになっているのかわかる資料になっている。ただこれに関して、２０１２年度に公益として上げてそれがどういう風に認可させるのかという部分もあるので、そこら辺でパーセンテージも変わることもあり、確定的ではない。現状このパーセントというのはまだ早いのではという感じである。

鈴木辰太郎副理事長【意見】

当期周期一覧に数字が入っていない。これだと、今年度審議が取れない。現段階での数字を入れないといけない。

中村祥之副理事長【意見】

収支計算書のＡＳＰＡＣ準備事務局の予算において、支出２０１３のところに、前の金額が入っている。公益シュミレーションにおいても繰越が少ないので分母が小さくなる計算になると思う。逆に公益目的事業率があがるのでいいのではないか。

横山専務理事【回答】

収入と支出の別シートのほうが逆に混乱を招くので省いていく。

協－１５　２０１３年度特別年会費（案）に関する件　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局

横山専務理事【上程】

添付になっている計算根拠をお開きください。それぞれの登録者数を入れた形で、特定資産のほうから援助費をいただいて、ＡＳＰＡＣに関して７０名に関して等々は特定資産のほうの援助で全登というところになる。世界会議のほうに関しては特別年会費から３０人、特定資産から１０人の援助というふうに考えている。そちらが大きなところになってくる。まずは金額が上がる形となり６５,０００円にてみなさまにお願いしたいと考えている。

三沢特別委員長【質問】

世界会議に事務局員と記載があるが、五十嵐さんも世界会議に行くということなのか。

横山専務理事【回答】

全国大会のところで、事務局員も行くこともあるということで人数１となっている。事務局員も行くこともあるので記載になっている。２０１２年度のほうは削除する。

荒井要雄委員長【意見】

メンバーの人数だが、１１９名で訂正していただきたい。

横山専務理事【回答】

まずは、退会者が確定しているペースは１１９名でみなさまには統一を測っていただいていた。ただ、特別年会費に関してこちらの予算に関しては、ある程度想定させる人数の部分は今年度の専務理事と相談して、あまり現実的でないよりも近い数字ということで若干いじっている。１１８名が計算根拠になっている。

協－１６　２０１３年度特定資産の運用（案）に関する件　　　　　　　事務局

横山専務理事【上程】

基金管理委員会というような名前と基金の運用というかたちで議案があがってきていたが、特定資産管理委員会、特定資産の運用ということで文言のほうを元々規程のほうはそのような規程になっていたが、言葉が残っていたので、今まででいうところの基金の運用（案）というようなつもりでご覧いただければいいと思う。基本的に２０１２年度のほうであがってきた決算のほうを緩和して、基金の詳細というところで２０１３年度の計画を見ていただきたいと思う。基金管理委員会、特定資産管理委員会のほうで先日こちらで上程させていただいたうえで修正を加えた。２点修正した部分で、世界会議の登録料への援助というところで、こちらのほうが１０名分援助いただくということになっている。このような内容で特定資産の運用をしていきたいと考えている。

齊藤秀昭副理事長【質問】

２０１３年度、ＪＣＩ基金への寄付なのだが、２０１２年度で発生した費用として１５年も求められるということだがこれは２０１４年度は求められないという表記なのか教えていただきたい。

横山専務理事【回答】

大変申し訳ありません。記載ミスである。全て求められるということで、修正させていただく。

佐藤貴博議長【質問】

世界会議の部分で、特別年会費より３０名の登録ということで、特別年会費の負担の減額を図ったとあるが、前回の２５名から増額なっているのではないか。

井上理事長【コメント】

予算のほう協議いただきました。２０１３年度予算、特別年会費そして特定資産の運用というかたちで特にこの特別年会費関しては、それぞれのメンバーのみなさまから大会開催前年度ということでご参加頂く想定のもと、対外的にも全登ということで２０１４年度は全登返しを戦略的に期待するというかたちであげさせていただいている。年会費を上げるのは心苦しいが、結局また今年度、次年度にまた更にプラスαして上げていかないといけないという方向性もご理解・ご認識いただいて、メンバーのみなさまに丁寧にお伝えいただければと思うので、よろしくお願い致します。

動議　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　荒井要雄委員長

荒井要雄委員長【動議】

終了時間延長の動議　２４：００～２４：１５

動議の採択　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　井上理事長

全員賛成

審－０３　　新春賀詞交歓会式典ならびに祝賀会の企画・実施（案）承認に関する件　会員交流委員会

遠藤常任理事【説明】

何度もの差し替え大変申し訳ありませんでした。本議案に関しまして與田委員長より説明させていただいてもよろしいでしょうか。
與田委員長【上程】

賀詞交換会に関して審議上程させていただく。慎重審議お願い致します。

鈴木辰太郎副理事長【補足】

議案の差し替えでお時間取らせて大変申し訳ありません。議案本文のタイムスケジュールで対応させていただいた。また、席次のほうで変更があった。元気な挨拶と元気な返事このあたりがポイントになる会議だと思う。また本年度櫻井委員長が作った、山形コールこちらも元気に採用したいと思っている。

中村祥之副理事長【意見】

案内状を出す、発送先を残してほしい。住所や宛名等の見直し。対外の配布資料のところで、お礼状が７９名、発送の通信費に載っていないので一部お持ちになるのか、４５枚ここらの正誤性がなっていないのかと思う。本文との正誤性がとれていない。参考のほうで、祝賀会の予算書を拝見すると登録料収益のほうが、議案本文中の参加因数計画の人数と少しずれがある。委員数計画で、シニアクラブ５０名、来訪ＪＣ８０名というかたちになっているが、少しずつ差異がみれるところがある。先に会費を５,０００円と流していくか、シュミレーションしてほしい。予算組のところと案内状のところを精査いただきたい。
與田委員長【回答】

来賓の送付リスト等々、少し流動性があるということで参考議案ということで本来重要な部分で審議に値する部分ではあるが未だに誤字等があり申し訳ない。こちらで万全の物をつくりダブルチェックをかける意味で、地区や日本、ブロックの要所の関係の方に見ていただいてチェックしていただけるようにこちらから改めてご協力をお願いすることで、漏れのないようにしたいと考えている。祝賀会等々の委員数計画が本文中と合わないということであるが、こちらは予算のほうの人数が正しいと認識していただきたい。

中村正利監事【質問】

予算の部分に関して、どのようにするのか。審議なので、修正をされて上程するのか、それを見てくださいというので今の完全な回答にはなっていない。案内発送のリストの部分に関してチェックいただきたいのはわかった。しかし、予算が変わる部分はどうするのか。予算書を直すのか本文中の修正をするのか。

與田委員長【回答】

議案の本文のほうを直して審議とさせていただきたい。
中村祥之副理事長【質問】

それでは、そちらの正誤のほうお願いしたい。現役メンバーでステージまで花道を作り、井上理事長の動線を作る演出をしますとは、どのような花道を作りどのようにするのか説明いただきたい。
與田委員長【回答】

動線を作るというのは、祝賀会が始まったら理事紹介、理事のほう名前を呼んで登壇してもらい、全員が登壇した後に一番後方の扉から、迎えるという演出をする。その時に、会場の中で中央の部分に用意してある料理を避ける形で現役メンバー、登壇していないメンバーでＡＳＰＡＣ法被を着用して左右に花道を作ってその中央を井上理事長に歩んで行っていただいて正面から登壇していただくという流れになっている。

中村正利監事【質問】

イメージ的には、会場があって上に来賓、来訪、現役メンバーの壁、料理。という様な花道を通らせるのか。

與田委員長【回答】

もう一度お願いしたい。

中村正利監事【意見】

今回の祝賀会の設えが縦割りでなく横割りになっている。なので、来賓、来訪が上の方にいて、真ん中が料理で下がシニアになる。そこに現役メンバーが花道を作るということは、料理と来賓の間の通路か、料理とシニアとの間の通路にあると思うのだが、どうなるのか。

與田委員長【回答】

料理とテーブルの間になる。会場の奥でイメージしている。

中村正利監事【意見】

審議の対象でもあるので、理事のみなさまが登壇した後に入るので細かいとこまで充分ご注意いただきたい。あと、例年賀詞交歓会の部分で苦労してやっているところなので、そういった細かいところの準備をお願いしたい。

安藤常任理事【意見】

案内状の発送の予定が１２月２１日となっているが、その前に選挙もあるのでくれぐれも間違いのないようにしっかりとそこだけは気を付けていただきたい。

中村祥之副理事長【意見】

１２月２１日に発送で１２月３１日まで返信とあるが、返信までの期間が短いように感じる。

與田委員長【回答】

発送のスケジュールについては、昨年度に習ったところがある。昨年度は１２月３１日を一度締切として、年明けに精査したリストの中でも不在の住所で戻ってきたものであるとか、前回京都会議前に賀詞交歓会が行われたということもあり、１２月３１日なのだが、今回スケジュールが多少後ろに伸びたこともあるがその分逆に年末年始の忙しいところであるので、そのまま行きたいと思い、敢えて１２月３１日というところで予定していた。できればこのままでお招きする方々に失礼でなければこのまま行かせていただいて、１月に余裕を持って対応させていただきたいと思う。

動議　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　荒井要雄委員長

荒井要雄委員長【動議】

終了時間延長の動議　２４：１５～２４：４５

動議の採択　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　井上理事長

全員賛成

與田委員長【部分上程】

年内中の発送があるので、審議を取り下げるわけにはいかないので部分審議とかたちで再度上程させていただきたいと思う。現時点で、開催日時と開催会場、来賓者の方々に送る案内状に載っている会費の件と案内状に載っている返信期日も１月１０日に書き直して、発送リストについて現時点の段階のものについての部分について、部分審議をお願いしたく上程する。

井上周士理事長【説明】

会場、日時、会費、案内状の返信期日の修正、リストこちら部分審議とさせていただく。

佐藤貴博議長【質問】

先ほど、予算書のほうの案内部数に統一するとあったのだが、こちらのリスト通りのほうに予算書を書き直すことでよろしいのか。

與田委員長【回答】

案内状のほうを優先にさせてもらい、予算書を修正してくる。

安藤常任理事【質問】

案内状のほうが午後６時開会になっていて、議案のほうが午後５時２０分というのは受付が５時２０分なのか。

與田委員長【回答】

来賓受付開始が１７時２０分開始ということで、式典の開会が１８時ということで予定している。

安藤常任理事【質問】

祝賀会は１９時開会なのか。
與田委員長【回答】

１９時開会である。

安藤常任理事【意見】

このあたりも勘違いすると悪いので確認させていただいた。

井上周士理事長【採決】

採決　全会一致で可決

協－０２　仮会員セミナーの実施（案）に関する件　　　　　　　　　　　会員パワーアップ特別会議

會田総括幹事【上程】

議案に不備があり申し訳ない。セミナーのスケジュール等々精査して表記した。

佐藤貴博議長【補足】

実施組織のなかに会員キャラバンの記載があったので次回まで削除する。

武田委員長【意見】

仮会員セミナーに関して、当委員会の４月公開例会、公開例会となっておりますのでこちらのほうも仮会員セミナーとしてご利用いただけると参加推進になるのでご検討いただきたい。

會田総括幹事【回答】

検討させていただく。

１７．報告・依頼事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　舟山事務局長

報－０１　今後のスケジュールについて

舟山事務局長【報告】

第６回役員予定者会議の日程を１２月１８日火曜日に変更

報－０２　その他

安藤常任理事【報告】
ＡＳＰＡＣ、ＣＯＣ正副会議の開催について、１２月６日木曜日２０１２年度の正副常任会議終了後に会議を開催させて頂きたいと思う。
１８．次回開催　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横山専務理事
[ ２０１３年度 第６回役員予定者会議 ]

２０１２年１２月１８日火曜日１８：３０～

場所：丸勘山形青果市場

１９．監事講評　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　矢口監事

皆さん長時間に渡り大変お疲れ様でございました。スタートから６時間が経っております。色んな部分でですね、事務局を含め初めての任務ということで不備等もあったかとは思うのですが、ＪＣでよく言われることが、「失敗していいんだよ」というお話があります。ただ、同じ失敗を繰り返さないということが大事になってくるのかなというふうに思いますので、その辺、次回が最終の次年度の予定者会議という形になりますのでしっかりその辺を踏まえていただきながらですね、すっきりした気持ちで２０１３年を迎えていただきたいというふうに思います。あとは、長いだけじゃなくですね、事業計画等ですね、昨年度突っ込まれなかった部分ですとか、細かい部分がこの会議のなかで出たということは逆にいうと来年にとっての引き継ぎになったのかなといういい部分もありましたのでね、全てがというわけでなく本当長い分中身の濃い会議だったなというふうに思っております。もう１点ですね、名刺のほうですね、事務局のほうから出ましたけれども、ＬＯＭのメンバー皆さんがですね、やはり名刺を発注をして頂きたいというふうに思います。会社であれば、当たり前の話しなんですけどね、名刺もってない方なんていないと思いますが、それによってのやっぱり責任ですとか、使命感ですとかその辺が出てくるかと思いますので、各委員長の皆さま本当メンバーの皆さまに全て持っていただくようなお声掛けをしていただきたいというふうに思います。本当、今日は本当長時間に渡り大変お疲れ様でございました。以上監事講評とさせていただきます。ありがとうございました。

２０．閉会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横山専務理事









